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ビ
ジ
ネ
ス
に
照
準
を
合
わ
せ

る
。
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非
代
替
性
ト

ー
ク
ン
）
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
ア
イ
テ
ム
の
来
歴
や

真
贋
を
証
明
し
て
偽
造
を
排

除
し
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が

安
心
し
て
情
熱
を
注
げ
る
環

境
を
整
え
る
。

　

同
社
は
「
本
物
」
と
「
希

少
性
」
の
保
証
を
付
加
価
値

と
し
、
玉
石
混
交
の
既
存
グ

ッ
ズ
市
場
と
の
差
別
化
を
図

る
考
え
だ
。

を
届
け
た
い
。
美
容
・
コ
ス

メ
・
医
療
分
野
で
20
年
、
30

年
の
実
績
を
持
つ
当
社
の
役

員
陣
は
、
個
人
と
し
て
も
ス

ポ
ー
ツ
・
ア
ー
ト
・
音
楽
の

領
域
で
も
長
年
活
動
し
て
き

た
。
領
域
横
断
的
な
経
験
か

ら
生
ま
れ
た
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
構
想

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の

中
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
日
本

の
匠
の
技
の
価
値
を
再
定
義

し
、そ
う
し
た『
日
本
モ
ノ
』

の
復
権
を
実
現
さ
せ
て
い
き

た
い
」（
加
賀
谷
氏
）

　

化
粧
品
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
を
手
掛
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
本
社
＝
東
京
都
新
宿
区
、
阪
本
欣
也
代
表
）
が
、
個
人
向
け
の
新

サ
ー
ビ
ス
に
乗
り
出
す
。
従
来
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
商
品
の
枠
を
超
え
、「
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ 

ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ 

ｃ
ｅ
ｌ
ｌ

ａ
ｒ
（
ア
イ
カ
ム
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
セ
ラ
ー
）」
と
名
付
け
た
会
員
制
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
新
た
に
構
想
し
、
本

人
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
生
み
出
し
た
美
容
製
品
な
ど
を
軸
に
、
顧
客
と
の
長
期
的
な
関
係
構
築
を
目
指
す
。
同
社
は
こ
れ

ま
で
化
粧
品
開
発
・
製
造
で
培
っ
た
技
術
力
を
武
器
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
新
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
こ

う
し
た
自
社
製
品
を
「
日
本
発
の
価
値
あ
る
商
品
」
と
し
て
位
置
づ
け
、「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
楽
し
め
る
仕
組

み
を
整
え
る
。
背
景
に
あ
る
の
は
、世
界
的
に
広
が
る
「
フ
ァ
ン
経
済
」
の
潮
流
だ
。
商
品
の
機
能
性
だ
け
で
な
く
、

ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
観
や
物
語
性
に
共
感
す
る
消
費
者
が
増
え
て
い
る
。
同
社
は
日
本
の
消
費
者
が
持
つ
「
目
利
き
」

の
感
性
と
、
こ
の
新
し
い
消
費
行
動
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
美
容
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
分
野
に
新
た
な
市
場
を
創
出
す

る
狙
い
だ
。
加
賀
谷
梨
恵
取
締
役
に
、
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
構
想
の
主
な
概
要
と
今
後
の
展
望
を
訊
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
空
間
に
コ
レ
ク
シ
ョン
展
示

数
十
兆
円
の「
推
し
活
」市
場
に
照
準

認
欲
を
満
た
し
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
よ
っ
て
大
人
の
嗜
好

に
応
え
る
の
が
狙
い
だ
。
こ

れ
ま
で
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

（
美
容
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ス

ポ
ー
ツ
）
を
中
心
に
事
業
を

展
開
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
関
連
の

他
ジ
ャ
ン
ル
に
も
領
域
を
広

げ
て
い
き
た
い
」（
加
賀
谷
氏
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
は
、
数
億
円
規

模
の
ア
ー
ト
や
高
額
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
と
い
っ
た
一
部
の

富
裕
層
だ
け
が
楽
し
む
も
の

で
は
な
く
、「
お
茶
の
間
か

ら
背
伸
び
を
す
れ
ば
手
が
届

く
範
囲
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
い
る
。

　

同
社
は
高
度
な
バ
イ
オ
技

術
を
用
い
た
化
粧
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ

事
業
で
「
お
茶
の
間
に
最
高

級
の
技
術
を
」
と
い
う
テ
ー

　

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ 

ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ

ｔ
ｅ 

ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
は
、

ウ
イ
ス
キ
ー
や
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
デ
ニ
ム
、
限
定
フ
ィ
ギ
ュ

ア
な
ど
所
有
者
に
と
っ
て

「
希
少
価
値
が
高
い
」
と
定

義
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ア

イ
テ
ム
を
、
デ
ジ
タ
ル
空
間

で
展
示
・
売
買
で
き
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想
だ
。
自

分
だ
け
の
特
別
な
ワ
イ
ン
セ

ラ
ー
の
よ
う
な
空
間
を
ウ
ェ

ブ
上
の「
セ
ラ
ー
」に
設
け
、

会
員
制
で
信
頼
で
き
る
仲
間

と
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
、
売
買

ま
で
可
能
に
す
る
。

　

同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

は
単
な
る
展
示
に
と
ど
ま
ら

ず
、
認
可
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
と
協
業
し
、
セ
ラ
ー

内
で
の
販
売
や
譲
渡
を
実
現

さ
せ
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を「
市

場
価
値
の
あ
る
製
品
」
と
し

て
流
通
さ
せ
る
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
。

　

「
現
代
の
住
宅
事
情
に
お

い
て
、
物
理
的
な
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
を
持
つ
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ

ル
の
世
界
に
拡
張
さ
れ
た
ｉ

Ｃ
Ａ
Ｍ 

ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ
ｅ 

ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
な
ら
ば
、
ス

ペ
ー
ス
の
制
約
が
な
い
。『
秘

密
基
地
』
へ
の
憧
れ
と
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
『
見
せ
び
ら
か

し
た
い
』
と
い
う
双
方
の
承

ｉ
Ｐ
Ｓ
美
容
か
ら
ペッ
ト
ケ
ア
ま
で

「
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
構
想
」が
描
く
新
戦
略

　

こ
れ
ま
で
15
年
以
上
に
わ

た
り
同
社
が
化
粧
品
の
Ｏ
Ｅ

Ｍ
工
場
を
運
営
す
る
中
で
、

秋
葉
原
系
の
フ
ァ
ン
グ
ッ
ズ

コ
ス
メ
や
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

商
品
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
女
優
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
コ

ス
メ
な
ど
、
ニ
ッ
チ
な
分
野

で
企
画
製
造
を
手
掛
け
て
き

た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

同
社
が
次
に
狙
う
の
は
「
本

人
由
来
の
次
世
代
の
逸
品
」

だ
。

　

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ 

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ

ｔ
ｅ 

Ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
で
預

か
る
も
の
の
中
核
が
、
本
人

の
ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
生
み
出
し
た

美
容
製
品
で
あ
り
、
そ
の
代

表
格
と
な
る
の
が
コ
ス
メ

だ
。

　

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
・
コ
ス
メ
」
と
同

社
が
呼
ぶ
こ
の
製
品
は
、「
原

点
そ
の
も
の
が
本
人
で
あ

る
」
と
い
う
点
で
従
来
品
と

一
線
を
画
す
。
香
り
や
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
、
配
合
バ
ラ
ン
ス

な
ど
処
方
レ
ベ
ル
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
が
中
心
だ
っ
た
従
来

の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
コ
ス
メ

と
は
、
概
念
そ
の
も
の
が
異

な
る
新
し
い
領
域
へ
の
挑
戦

だ
。

　

「
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
使

う
の
が
惜
し
い
ほ
ど
の
『
お

宝
』
を
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
セ

ラ
ー
に
並
べ
、
そ
の
ボ
ト
ル

を
眺
め
る
だ
け
で
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
れ
る
。
そ
う
い
う

個人向け美容プラットフォームに
参入、ｉＰＳコスメで「ファン経済」開拓へ
ＩＣＥ

新
し
い
価
値
を
定
義
し
た

い
。
引
退
し
た
伝
説
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
が
現
役
時
代
に
愛
用

し
て
い
た
成
分
配
合
の
ク
リ

ー
ム
や
、
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
ラ
イ
ブ
時
だ
け
使
用
す

る
特
別
な
香
水
は
消
耗
品
の

枠
を
超
え
、
メ
モ
リ
ア
ル
な

ア
イ
テ
ム
と
し
て『
限
定
品
』

の
輝
き
を
放
ち
続
け
る
」（
加

賀
谷
氏
）

　

同
社
の
視
野
は
ペ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
に
も
及
ぶ
。

　

「
愛
犬
家
に
と
っ
て
、
パ

ー
ト
ナ
ー
の
た
め
の
特
別
な

ケ
ア
ア
イ
テ
ム
は
、
自
分
自

身
の
も
の
以
上
に
価
値
が
あ

る
場
合
が
あ
る
」（
加
賀
谷

氏
）
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
向
け

の
ニ
ッ
チ
で
希
少
な
「
日
本

ク
オ
リ
テ
ィ
」
製
品
の
需
要

を
見
込
む
。

　

さ
ら
に
、
提
携
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
の
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
美
容
」
推

進
も
視
野
に
入
れ
る
。

　

個
人
由

来
、
あ
る

い
は
「
推

し
由
来
」

の
美
容
施

術
用
製
剤

な
ど
を

「
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
・

プ
ロ
ダ
ク

ト
」
と
し

て
独
自
の

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
「
ｉ
Ｃ

Ａ
Ｍ 

ｐ

ｒ
ｉ
ｖ
ａ

ｔ
ｅ 

ｃ

ｅ
ｌ
ｌ
ａ

ｒ
」
に
コ

レ
ク
シ
ョ

ン
し
、
施

術
に
応
用

す
る
構
想

だ
。

領
域
横
断
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

「
日
本
モ
ノ
」復
権
へ
の
挑
戦

　

「
地
方
に
お
金
が
落
ち
、

若
者
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け

る
場
所
が
生
ま
れ
る
」。
加

賀
谷
氏
は
こ
う
展
望
を
語

る
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
も
ユ
ー

ス
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ

ミ
ー
支
援
な
ど
、
次
世
代
育

成
や
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん

で
き
た
。今
回
の
構
想
に
も
、

日
本
の
産
業
構
造
を
「
高
付

加
価
値
型
」
へ
転
換
さ
せ
る

狙
い
が
あ
る
。

　

「
大
企
業
が
や
ら
な
い
、

や
れ
な
い
こ
と
を
や
る
の
が

我
々
の
役
割
で
あ
り
、
マ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
対
極
の
戦
略

を
進
め
て
い
く
。
１
０
０
万

人
に
１
つ
ず
つ
売
る
の
で
は

な
く
、
世
界
中
の
１
万
人
の

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
に
、
一
生

大
切
に
し
て
も
ら
え
る
１
つ

　

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
構
想
の
中
核
を

担
う
加
賀
谷
氏
は
、
海
外
在

住
15
年
の
経
験
を
持
つ
。「
日

本
に
は
世
界
が
知
ら
な
い
素

晴
ら
し
い
モ
ノ
や
技
術
が
眠

っ
て
い
る
」と
力
を
込
め
る
。

取
り
扱
う
の
は
「
日
本
発
」

「
日
本
製
」
を
大
前
提
と
し

た
商
品
だ
。

　

「
職
人
が
魂
を
込
め
た
工

芸
品
や
独
自
技
術
を
持
つ
町

工
場
の
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
、
地
方

酒
造
の
限
定
ウ
イ
ス
キ
ー
と

い
っ
た
ア
イ
テ
ム
は
、
世
界

的
に
見
れ
ば
極
め
て
ニ
ッ
チ

な
存
在
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
物
流
が
発
達
し
た

今
、
ニ
ッ
チ
こ
そ
最
強
の
武

器
に
な
る
。
世
界
の
富
裕
層

や
マ
ニ
ア
の
間
で
は
、
あ
り

ふ
れ
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
へ
の
飽
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
彼
ら
が
求
め
る
の

は
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
確
か
な

技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た
『
知

る
人
ぞ
知
る
本
物
』
だ
」（
加

賀
谷
氏
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
が
重
視
す
る
の

は
、
単
な
る
物
販
を
超
え
た

社
会
的
意
義
だ
。
地
方
大
学

の
埋
も
れ
た
研
究
成
果
や
、

過
疎
地
域
の
伝
統
工
芸
を
同

社
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
希

少
価
値
の
高
い
「
お
宝
」
と

し
て
世
界
中
の
会
員
に
届
け

る
仕
組
み
を
描
く
。

マ
を
掲
げ
て
き

た
。
そ
の
思
想
を

今
回
も
踏
襲
す
る
。

　

「
数
万
円
、
数

十
万
円
な
ら
頑
張

っ
て
働
け
ば
手
が

届
く
。
こ
の
距
離

感
が
所
有
欲
を
刺

激
し
、
感
動
を
最

大
化
す
る
」
と
加

賀
谷
氏
は
語
る
。

　

市
場
と
し
て

は
、
数
十
兆
円
規

模
と
さ
れ
る
「
推

し
活
」
や
フ
ァ
ン

取締役　加賀谷梨恵 氏

ス
ト
ー
リ
ー
あ
る「
日
本
製
」の

埋
も
れ
た
逸
品
を
世
界
へ

域
振
興
が
特
産
品
販
売
や
観

光
誘
致
と
い
っ
た
「
外
部
へ

の
訴
求
」
に
軸
足
を
置
い
て

き
た
の
に
対
し
、
同
構
想
は

「
個
人
の
生
物
学
的
資
産
」

と
「
地
縁
」
を
掛
け
合
わ
せ

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

「
北
海
道
出
身
の
経
営
者

が
、
自
ら
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
培
養
上

清
液
に
地
元
大
学
が
研
究
す

る
植
物
エ
キ
ス
を
配
合
し
、

　

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ 

ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ

ｔ
ｅ 

ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
が
提

示
す
る
の
は
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
地
域
経
済
の
革

新
的
な
融
合
だ
。

　

個
人
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
か
ら
抽
出

し
た
培
養
上
清
液
を
起
点

に
、
出
身
地
の
資
源
や
学
術

機
関
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

唯
一
無
二
の
価
値
を
持
つ
製

品
を
生
み
出
す
。
従
来
の
地
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を
秘
め
る
」（
加
賀
谷
氏
）

　

地
方
自
治
体
に
は
、
先
端

技
術
を
社
会
が
受
け
入
れ
る

「
場
」
の
整
備
が
求
め
ら
れ

る
。

　

個
人
情
報
と
紐
づ
く
製
剤

と
い
う
機
密
性
の
高
い
情
報

を
扱
う
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
と
倫
理
的
妥
当
性
を
担
保

し
た
「
細
胞
管
理
特
区
」
の

よ
う
な
枠
組
み
が
重
要
と
な

る
。

　

規
制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス

制
度
を
活
用
し
、
先
進
的
な

自
由
診
療
や
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ

ス
を
円
滑
に
進
め
る
環
境
整

備
が
、
企
業
参
入
の
呼
び
水

と
な
る
。

　

さ
ら
に
地
域
内
製
造
業
と

連
携
し
、
培
養
上
清
応
用
製

品
を
小
ロ
ッ
ト
・
多
品
種
で

生
産
で
き
る
「
マ
イ
ク
ロ
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
整
備
支

援
も
課
題
だ
。

　

大
量
生
産
で
は
な
く
、
個

人
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

の
価
値
を
守
る
精
密
な
製
造

拠
点
を
地
方
分
散
さ
せ
る
こ

と
で
、
災
害
リ
ス
ク
に
対
す

る
分
散
型
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

の
機
能
も
持
た
せ
ら
れ
る
。

　

自
治
体
に
は
こ
の
ほ
か
、

海
外
富
裕
層
や
次
世
代
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
を
惹
き
つ
け

る
高
付
加
価
値
な
ウ
ェ
ル
ネ

ス
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
も
期
待
さ
れ
る
。

　

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
運
営
主
体
）

が
ハ
ブ
と
な
り
、
地
方
大
学

の
知
見
と
自
治
体
の
制
度
設

計
が
三
位
一
体
と
な
る
こ
と

で
、
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
構
想
は
『
個

人
の
健
康
増
進
』
と
『
地
域

経
済
の
活
性
化
』
を
両
立
さ

せ
る
循
環
型
モ
デ
ル
へ
と
昇

華
す
る
。

　

大
学
は
エ
ビ
デ
ン
ス
構
築

と
製
品
高
度
化
を
担
い
、
自

治
体
は
信
頼
性
担
保
と
産
業

基
盤
提
供
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

が
そ
れ
ら
を
統
合
し
て
市
場

へ
接
続
す
る
。
こ
の
緊
密
な

連
携
こ
そ
が
、
日
本
発
の
バ

イ
オ
産
業
を
国
際
競
争
力
あ

る
も
の
へ
と
育
て
上
げ
る
土

壌
と
な
る
。
従
来
、
中
央
一

極
集
中
だ
っ
た
バ
イ
オ
産
業

を
地
方
へ
分
散
・
深
化
さ
せ

る
こ
の
試
み
は
、
先
端
技
術

と
地
域
資
源
の
掛
け
算
に
よ

る
地
方
創
生
の
新
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
い
え
る
」（
加
賀
谷
氏
）

組
み
は
、
い
わ
ば
『
生
き
た

文
化
遺
産
』
の
創
出
に
等
し

い
。
特
定
地
域
で
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
知
恵
や
自
然

保
護
の
歴
史
が
、
そ
の
土
地

に
縁
の
あ
る
人
物
由
来
の
製

品
と
結
び
付
く
こ
と
で
、
次

世
代
へ
の
教
育
や
地
域
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
醸
成
に

も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
」（
加

賀
谷
氏
）

技
術
」
と
「
独
自
の
文
化
的

背
景
」
を
併
せ
持
つ
国
際
的

な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ハ
ブ
へ
と

進
化
す
る
構
図
だ
。

　

「
培
養
上
清
液
を
時
間
を

超
え
て
受
け
継
ぐ
と
い
う
発

想
は
、地
方
に
お
け
る『
家
』

や
『
継
承
』
の
概
念
を
更
新

す
る
試
み
で
も
あ
る
。
個
人

の
歩
み
や
功
績
を
細
胞
と
い

う
形
で
未
来
へ
手
渡
す
取
り

ン
の
長
期
運
用
」
と
い
う

「
線
」の
関
わ
り
を
創
出
す
る
。

　

地
方
都
市
に
会
員
制
の

「
バ
イ
オ
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」

を
整
備
し
、
来
日
し
た
ゲ
ス

ト
は
本
人
か
ら
作
っ
た
製
剤

を
活
用
し
た
美
容
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
地
域

の
食
材
や
温
泉
、
文
化
体
験

を
通
じ
て
心
身
を
整
え
る
。

　

地
方
は
「
高
度
な
バ
イ
オ

故
郷
の
天
然
水
で
製
造
し
た

ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
を
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
単

な
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
超
え
た
『
生
命
の
物

語
』
を
商
品
に
宿
ら
せ
る
」

（
加
賀
谷
氏
）

　

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
が
構
築
す
る
の

は
、
個
人
の
培
養
上
清
を
起

点
に
、
地
域
の
学
術
機
関
に

よ
る
処
方
設
計
、
地
産
素
材

の
活
用
、
現
地
工
場
で
の
製

造
と
い
う
一
貫
し
た
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
だ
。

　

利
用
者
に
と
っ
て
は
「
ル

ー
ツ
と
科
学
が
融
合
し
た
究

極
の
セ
ル
フ
ケ
ア
」と
な
り
、

地
域
に
と
っ
て
は
著
名
人
や

地
元
出
身
の
リ
ー
ダ
ー
と
連

携
し
た
高
付
加
価
値
ブ
ラ
ン

ド
と
い
う
新
た
な
産
業
の
柱

が
生
ま
れ
る
。

　

こ
の
枠
組
み
は
、
海
外
富

裕
層
向
け
の
医
療
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
も
変
革
を
も
た
ら
す
可

能
性
を
秘
め
る
。

　

従
来
の
医
療
観
光
は
検
診

や
治
療
を
終
え
れ
ば
帰
国
す

る「
点
」の
消
費
だ
っ
た
が
、

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
「
コ
レ
ク
シ
ョ

ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
の
親
和
性
が
高
い

桑
田
氏
が
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任

を
最
大
化
す
る

形
で
事
業
を
展

開
し
て
き
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
分

野
で
も
独
自
の

取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
過

去
に
は
北
海
道

コ
ン
サ
ド
ー
レ

札
幌
の
夢
プ
ラ

ン
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
選
手

と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
コ
ス
メ
（
ハ

ン
ド
ク
リ
ー
ム

な
ど
）
を
製
造
。
プ
ロ
野
球

球
団
と
の
コ
ラ
ボ
コ
ス
メ
も

手
が
け
、「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ス

メ
」
と
い
う
新
領
域
を
通
じ

て
地
域
経
済
と
の
接
点
を
築

い
て
き
た
。

　

そ
し
て
こ
の
ほ
ど
、
元
プ

ロ
野
球
選
手
の
桑
田
真
澄
氏

が
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

就
任
し
た
。
現
役
時
代
に
ト

ミ
ー
・
ジ
ョ
ン
手
術
と
い
う

大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
、

競
技
復
帰
を
果
た
し
、
そ
の

後
も
理
論
と
実
践
の
両
面
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
を
探
究
し
続
け

る
姿
勢
が
、
同
社
の
企
業
理

念
と
合
致
し
て
い
る
。

　

桑
田
氏
は
早
稲
田
大
学
大

学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科

を
首
席
で
修
了
し
、
最
優
秀

論
文
賞
を
受
賞
。
東
京
大
学

で
は
特
任
研
究
員
も
務
め
て

お
り
、
元
ア
ス
リ
ー
ト
と
し

て
高
い
競
技
実
績
を
持
ち
な

が
ら
、
科
学
的
見
地
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
語
れ
る
希
少
な
存

在
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

一
般
に
ア
ス
リ
ー
ト
の

「
復
活
劇
」
は
身
体
能
力
の

回
復
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
だ

が
、
桑
田
氏
の
場
合
は
様
相

が
異
な
る
。

　

故
障
と
手
術
、
そ
の
リ
ハ

ビ
リ
過
程
を
通
じ
て
得
た
知

見
を
学
術
的
に
体
系
化
し
、

指
導
や
研
究
の
場
へ
と
昇
華

さ
せ
て
き
た
。
怪
我
を
「
終

わ
り
」
で
は
な
く
「
探
究
の

起
点
」
と
し
て
捉
え
た
姿
勢

は
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
領
域

に
と
ど
ま
ら
ず
、広
く
健
康
・

予
防
分
野
へ
の
示
唆
を
含
む
。

　

「
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
回
復
の

み
な
ら
ず
、
精
神
的
な
成
熟

や
競
技
と
し
て
の
美
の
探
究

ま
で
を
一
体
と
し
て
捉
え
た

桑
田
氏
の『
心（
メ
ン
タ
ル
）』

『
技（
美
し
さ
）』『
体（
健
康
）』

の
三
位
一
体
の
視
点
は
、
当

社
が
掲
げ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
理
念
（
身
体
的
・
精

神
的
・
社
会
的
に
満
た
さ
れ

た
持
続
的
な
幸
福
の
実
現
）

と
高
い
親
和
性
を
持
つ
」（
加

賀
谷
氏
）

　

「
健
康
寿
命
の
最
長
化
」

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
80

年
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
」「
心

を
豊
か
に
」
と
い
う
経
営
理

念
に
紐
づ
く
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

う
組
み
合
わ
せ
る
か
。
こ
の

高
度
な
処
方
設
計
に
お
い

て
、
各
大
学
の
独
自
研
究
が

鍵
を
握
る
。

　

「
研
究
室
が
個
人
生
ま
れ

の
製
剤
を
磨
き
上
げ
る
『
研

究
開
発
型
工
場
』
と
な
り
、

生
ま
れ
た
知
的
財
産
が
地
域

に
帰
属
す
る
こ
と
で
、
大
学

の
経
営
基
盤
強
化
と
研
究
の

社
会
実
装
を
同
時
に
実
現
す

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
卒
業

生
の
地
域
内
就
職
先
創
出
に

も
つ
な
が
り
、
高
度
人
材
流

出
の
防
波
堤
と
な
る
可
能
性

大
学・自
治
体・企
業
の
三
位
一体
で

地
方
発
バ
イ
オ
の
国
際
競
争
力
へ

雇
用
の
創
出
を
実
現
し
な
が

ら
、
現
在
も
道
内
企
業
10
社

以
上
の
化
粧
品
製
造
を
手
掛

け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
北
海
道
を
含
む
全

国
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
10
年
以

上
に
わ
た
り
ア
ロ
マ
サ
ロ
ン

を
経
営
。
こ
こ
で
も
地
域
人

材
を
活
用
し
、
土
地
の
魅
力

ｉ
Ｐ
Ｓ
技
術
×
精
油
芳
香
設
計
で

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
の
新
領
域
へ

　

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会

的
な
充
足
を
意
味
す
る
「
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
が
、
化

粧
品
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ヘ
ル
ス

ケ
ア
を
横
断
す
る
市
場
軸
と

し
て
急
速
に
存
在
感
を
増
し

て
い
る
。
健
康
寿
命
の
延
伸

や
人
生
１
０
０
年
時
代
へ
の

関
心
を
背
景
に
、
予
防
・
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
リ
カ

バ
リ
ー
を
核
と
し
た
関
連
産

業
の
裾
野
は
広
が
る
一
方
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
、
こ
う
し
た
市

場
環
境
を
踏
ま
え
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
分
野
に
お
い
て

「
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
横
断
的
に

提
供
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

の
役
割
を
標
榜
す
る
。美
容
・

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
・
地
域
資

源
を
通
じ
て
心
身
を
整
え
、

持
続
的
な
幸
福
を
支
え
る
仕

組
み
の
構
築
を
目
指
す
。

　

同
社
の
経
営
理
念
で
あ
る

「
健
康
寿
命
の
最
長
化
」「
人

生
１
０
０
年
時
代
の
80
年
を

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
」「
心
を
豊

か
に
」
は
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
の
概
念
と
高
い
親
和
性

を
持
つ
。
ス
ポ
ー
ツ
ケ
ア
や

香
り
の
設
計
、
地
方
創
生
と

連
動
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
、
単
体
の
製
品
開
発
に
と

ど
ま
ら
ず
、
産
業
構
想
の
一

部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

　

注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
の

１
つ
が
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
上
清
液
を

ス
ポ
ー
ツ
用
途
に
応
用
し
た

ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
の
開
発
だ
。

　

強
い
紫
外
線
下
で
の
肌
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
維
持
を
意
識

し
た
サ
ン
ケ
ア
製
品
や
汗
・

摩
擦
・
炎
症
ト
ラ
ブ
ル
に
対

応
す
る
ス
カ
ル
プ
ケ
ア
製
品

へ
の
展
開
を
視
野
に
入
れ

る
。
競
技
現
場
特
有
の
過
酷

な
皮
膚
環
境
に
対
し
、
抗
炎

症
ア
プ
ロ
ー
チ
と
創
傷
環
境

に
配
慮
し
た
処
方
設
計
思
想

を
組
み
合
わ
せ
る
方
針
だ
。

　

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
が
、

10
年
以
上
に
わ
た
る
全
国
リ

ゾ
ー
ト
で
の
ア
ロ
マ
サ
ロ
ン

経
営
で
同
社
が
培
っ
た
精
油

ブ
レ
ン
ド
・
芳
香
設
計
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
製
品
に
落
と
し
込

む
点
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
用
途
で

は
単
純
な
制
汗
・
消
臭
機
能

に
と
ど
ま
ら
ず
、
集
中
力
の

サ
ポ
ー
ト
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

ョ
ン
を
意
識
し
た
香
り
の
設

計
を
採
用
す
る
構
想
を
描
く
。

　

製
品
開
発
に
は
東
京
農
業

大
学 

生
物
産
業
学
部 

食
香

粧
化
学
科
と
の
産
学
連
携
を

取
り
入
れ
る
。
同
学
科
が
推

進
す
る
「
学
年
ア
ロ
マ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
も
協
働
し
、

食
・
香
り
・
化
粧
品
を
横
断

的
に
研
究
す
る
学
術
的
知
見

を
活
用
。
科
学
的
裏
付
け
と

感
性
価
値
を
両
立
し
た
製
品

開
発
を
目
指
す
。

　

北
海
道
・
網
走
キ
ャ
ン
パ

ス
を
研
究
拠
点
と
す
る
同
連

携
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
精
油
原
料
の
活
用
も
検

討
さ
れ
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
・

美
容
・
農
学
・
地
域
経
済
を

横
断
す
る
産
業
モ
デ
ル
の
構

築
を
長
期
目
標
に
掲
げ
る
。

　

「
ス
ポ
ー
ツ
市
場
は
プ
ロ

ア
ス
リ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら

ず
、
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
や
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
ま
で
裾
野

が
広
い
。
競
技
力
向
上
だ
け

で
な
く
『
長
く
続
け
ら
れ
る

身
体
づ
く
り
』
を
支
え
る
ス

キ
ン
ケ
ア
・
ス
カ
ル
プ
ケ
ア

市
場
は
今
後
の
成
長
余
地
が

大
き
い
と
さ
れ
て
お
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
挑
戦
は
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ュ
ー
テ
ィ
と
い
う
新
た
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
確
立
へ
向
け
た

試
金
石
と
な
る
」（
加
賀
谷
氏
）

と
し
て
、
桑
田
氏
の
存
在
は

製
品
の
訴
求
力
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
ブ
ラ
ン
ド
全
体

の
世
界
観
を
牽
引
す
る
役
割

を
担
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
経
験
者
が
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
市
場
に
お
い

て
発
信
力
を
持
つ
事
例
は
増

え
て
い
る
が
、
学
術
的
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
競
技
復
活

の
実
績
を
兼
ね
備
え
た
桑
田

氏
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

就
任
は
、
科
学
的
根
拠
を
重

視
す
る
同
社
の
姿
勢
を
対
外

的
に
示
す
布
石
と
も
映
る
。

●
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就

任
記
念
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
２
月
24
日
開
催
決
定
（
申

し
込
み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）

　

ｉ
Ｃ
Ａ
Ｍ
構
想
で
地
方
大

学
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
、

従
来
の
基
礎
研
究
の
枠
を
超

え
る
。

　

個
人
か
ら
作
っ
た
培
養
上

清
液
に
、
地
域
固
有
の
生
物

資
源
や
学
術
知
見
を
掛
け
合

わ
せ
、
具
体
的
な
価
値
へ
変

換
す
る
「
バ
イ
オ
・
フ
ァ
ウ

ン
ド
リ
（
製
造
拠
点
）」
と

し
て
の
機
能
だ
。

　

地
域
自
生
の
希
少
植
物
や

特
有
の
気
候
で
育
っ
た
農
産

物
か
ら
抽
出
さ
れ
る
機
能
性

成
分
を
、
培
養
上
清
液
と
ど

Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
桑
田
真
澄
氏
が
就
任

東京農業大学 生物産業学部 食香粧化学科と産学連携

　

１
９
６
８
年
兵
庫
県
生
ま
れ 

大
阪
府
出
身
▽
Ｐ
Ｌ
学
園
高

校
で
甲
子
園
に
５
季
連
続
出
場
（
優
勝
２
回
、
準
優
勝
２
回
、

通
算
20
勝
）
▽
１
９
８
５
年
ド
ラ
フ
ト
１
位
で
読
売
巨
人
軍
入

団
。
２
年
目
に
沢
村
賞
獲
得
。
そ
の
後
、
最
多
奪
三
振
王
、
Ｍ

Ｖ
Ｐ
、最
優
秀
防
御
率
２
回
、ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
８
回（
セ
・

リ
ー
グ
最
多
）、
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
１
回
▽
２
０
０
７
年
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
・
パ
イ
レ
ー
ツ
で
メ
ジ
ャ
ー
初
登
板
を
果
た
す
。
２
０

０
８
年
現
役
引
退
。
通
算
１
７
３
勝
。
▽
引
退
後
、
２
０
１
０

年
に
早
稲
田
大
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修

了
。
２
０
１
４
年
か
ら
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
中

澤
公
孝
研
究
室
（
身
体
運
動
科
学
分
野
）
で
特
任
研
究
員
。
▽

そ
の
後
、
２
０
２
１
年
か
ら
読
売
巨
人
軍
一
軍
投
手
チ
ー
フ
コ

ー
チ
、フ
ァ
ー
ム
総
監
督
、二
軍
監
督
（
昨
年
優
勝
）
を
経
て
、

２
０
２
６
年
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｃ
の
Ｃ

Ｂ
Ｏ
（
チ
ー
フ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
オ
フ
ィ
サ
ー
）
に
就
任

　

Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
北
海
道
で
化
粧

品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
工
場
を
運
営
し
、

「
１
０
０
％ 

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｂ

ｙ 

Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」

を
掲
げ
て
き
た
。

　

安
易
な
機
械
化
や
外
国
人

労
働
力
に
頼
ら
ず
、
工
場
ス

タ
ッ
フ
を
全
て
北
海
道
在
住

の
日
本
人
で
構
成
し
、
地
域

桑田真澄氏・経歴
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